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せて、図 5 のように再モデル化している。2 つ
の活動システムが対象 1 から両者の「対話」を
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（ 4 社）、飲料（ 4 社）、菓子（ 3 社）、酒類（ 4 社）
である。より詳細な内容は秋川（2008a）を参
照のこと。
7 　 そのうち 1 社がすでに名称変更し、1 社が解
体していたが、これも調査対象とした。
8 　 週（ないしは月や旬）単位で一定の期間（ 3
ヶ月の場合が多い）先までの需要予測を、直
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近の情報を加味しながら週（ないしは月や旬）
で見直していき、精度を高めている手法をと
るのが一般的である。この段階で使用される
データは過去の実績が主であるため、予測値
はトレンド値の性格が強い。
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